日本人口学会第６３回大会

テーマセッション、企画セッション、ラウンドテーブルの内容

1 テーマセッション

テーマセッションの報告は公募制です。

テーマセッション１：「人口統計制度の最新事情と学術的利用の役割」

組織者：岩澤美帆（国立社会保障・人口問題研究所）
趣旨：人口統計は、国民の生命、経済・文化活動を支える情報基盤であるにも関わらず、その社会における役割について十分な理解が得られているとは言い難い。近年、超高齢者の登録問題や国勢調査実施における聞き取り率の上昇といった事案を通じて、人口の把握や統計のあり方に対して社会的な関心が強まってはいるものの、そうした問題が我々の生活にどのように結びついているのか、どういった改善が必要なのかについて一般社会で議論が深められることはほとんどない。そこで本セッションでは、人口統計の提供者および人口統計を利用する機会の多い研究者という双方の専門家の立場から、情報基盤としての人口統計の重要性や課題、有効活用の事例に関する知見を集積し、参加者とともに幅広く議論することで、人口統計が情報版社会資本として世の中に広く認知され、限られた資源の中でさらなる充実に向かうための一助となることをめざしたい。

具体的には、①研究者の立場からは、既存の人口統計から何がわかるのか／わからないのか、また、有用な成果を生み出すためには、どのような統計制度やシステムが必要なのか、どのような方法論的工夫、最新手法の導入が可能なのか、といったことに関する報告を期待し、②提供者の立場からは、統計制度をめぐる近年の議論の要点や改善点、課題、新たな利用方法の提案、学術研究に対する期待などが展開されることを期待するものである。
テーマセッション２：「人口学と経済学のインタラクション：新しい応用の可能性を探る」

　　　　　　　　　　組織者：和田光平（中央大学）
趣旨：かつて「子ども」を公共財としてとらえ、労働力の供給や消費の担い手、社会保障の負担など子どもから得られる便益のフリーライダーが、人口における「共有地の悲劇」を引き起こすといった公共経済学的アプローチが試みられた。結婚や出産の意思決定についても、ミクロ経済学による出生力や結婚の経済学あるいはマクロ動学による世代間重複モデルを超えて、ゲーム理論や行動経済学、実験経済学などのコンテクストから新しい家族形成理論が期待されているし、さらに、人間集団としての人口の動向が、社会選択理論やメカニズムデザイン、複雑系経済学、進化経済学、経済物理学などの観点から説明されようとしている。また、例えば労働力人口や地域間人口移動に産業連関分析を利用するというように、古典的な手法であってもその利用方法を変えれば新たな知見も見えてくるであろう。

逆に、人口学の中心技法であった生命表も、現在では生存時間分析として経済学をはじめ広く急速に応用されているが、例えば企業の総体としての産業の盛衰、あるいは企業内部での組織の再編成など、企業個体群の動態への応用も可能であろう。また、コーホート分析もマーケティングや市場予測には有力な手法と認知されている。さらに、社会保障の世代間負担の推計に用いられる世代会計分析に至っては、コーホート分析と国民経済計算論といった人口学と経済学のシナジーの好例と言えよう。

本セッションでは、新味や独創性のあるアプローチ、発想法、思考法、分析技法という観点から、経済学（特に理論経済学）の人口への応用、あるいは逆に、人口学（特に人口統計学）の経済への応用に関する報告を募りたい。したがって、政策的含意の追究を目的とした高度な計量分析を用いた研究結果はあくまで副次的、例示的なものに過ぎず、それによりもむしろ荒削りで未成熟なものでもよいので、独創性のあるアイディアや新しい方法論のシーズの提案を期待したい。

2 企画セッション

企画セッションは依頼報告が主体ですが、企画セッション１だけ一部公募をおこないます。

企画セッション１：都市・村落関係の歴史人口学

組織者：　川口洋（帝塚山大学）
座　長：　平井晶子（神戸大学）討論者：鬼頭宏（上智大学）

報告者：Mary Louise Nagata（Francis Marion University）：

「江戸時代後期における京都の死亡と人口移動の動向（仮題）」
浜野潔（関西大学）：「近世後期における京都西陣の人口変動（仮題）」
　　　　　　黒須里美（麗澤大学）・高橋美由紀（立正大学）：

「死亡分析からみた宿場町郡山と周辺農村の比較（仮題）」

　　　　　　沢山美果子（岡山大学）「都市と農村の関係からみた近世大坂の捨て子たち（仮題）」
他1～2名の報告者を公募します。
趣旨：伝統社会における都市・村落の人口再生産構造については，「都市蟻地獄説（都市墓場説）」と呼ばれる仮説が定着している。すなわち，農村に比べて高い死亡率・低い出生率を特色とする都市では，労働人口を確保するために，広範囲からの恒常的な人口流入が想定されている。一方，江戸時代後期の京都，大坂，および主要城下町における人口減少と中小在郷町における人口増加をT. C. スミスは，「城下町の衰退と在郷町の発展」という構図で捉えた。本セッションでは，人口再生産構造と人口移動の側面から都市・村落関係を再検討することにより，江戸時代後期に異なる人口変動を示した大都市と在郷町の実像に接近を図りたい。
本セッションでは、19世紀の都市・村落における歴史人口学に関して上記の問題意識を持つ1

～2名の報告者を公募します。報告希望者は，2月1日までに学会ホームページから申し込んで下さい。

企画セッション２：「感染症と人口」
組織者：　稲葉　寿（東京大学）
報告者：　梯正之（広島大学）・西浦博（ユトレヒト大）・中谷友樹（立命館大）
　　　　　　　井上孝（青山学院大）・中澤港（群馬大学)　

趣旨：感染症は、これまで人類の主要な死因であり、現在においても明らかに人間の生存に対する最大の脅威であり続けている。先進諸国においては、20世紀後半、感染症による死亡は激減し、寿命は著しく延びた。その結果、疾病構造は周産期疾患や感染症が主体の段階から、脳血管疾患、心疾患、がんなど非感染症が主要な段階へと変化したと考えられてきた。このような疾病構造の変化は、疫学転換（epidemiologic transition）と呼ばれ、1970年代末に至るまで、こうした人口・疾病構造の近代化は、技術移転と経済近代化にともなって発展途上諸国に波及すると予測され、天然痘撲滅に象徴されるように、感染症の全世界的征圧に多くの期待がかけられていた。しかしながら、1980年代に先進諸国の中枢で発生したエイズ流行は、薬剤や公衆衛生の進歩により感染症は早晩地球上から一掃されるであろうというそれまでの楽観論を打ち砕くのに十分であり、かつ人口構造・成長に深刻な影響を与えることとなった。現在でもマラリア、結核、エイズなどによる死亡は毎年数百万にのぼる。さらにBSE(牛海綿状脳症), vCJD(変異性クロイツフェルト・ヤコブ病)、SARS（重症急性呼吸器症候群）、新型および高病原性インフルエンザなどの続発する新興感染症の流行は、感染症流行に対する現代社会の脆弱性を改めて強く認識させるものであった。
また純学問的見地からしても、感染症の数理モデルは人口学的モデルと著しい類似性を有し、共通の概念的基礎のうえになりたっている。すなわち、感染症と人口は現象としても理論としても相互に深い影響を与えあっているが、その相互作用に関する研究は日本ではいまだに非常に乏しいといえる。本セッションにおいては、我が国におけるこの分野の代表的研究者を招いて、感染症と人口の現象的、理論的相互作用を考察してみたい。
企画セッション３：「GISによる地域人口分析の技法と実例－地方行政への応用を中心に－」
組織者：井上孝（青山学院大学）

座長：和田光平（中央大学）

討論者：チュートリアルセミナー形式なので設けない

報告者：井上　孝（青山学院大学）「基調報告―GISによる小地域の人口分析―」

江崎雄治（専修大学）「コーホート要因法を用いた町丁・字単位の人口推計」

川瀬正樹（広島修道大学）「低予算で実現できる地方自治体向けGIS技法」
鎌田健司（国立社会保障・人口問題研究所）「地方自治体の行動計画に関する

分析―GISを用いて―」

実務経験者・行政担当者（演題未定）

趣旨：昨今，GIS（地理情報システム）の急速な普及と人口データの利用環境の向上によって，市区町村レベルあるいはそれ以下のいわゆる小地域レベルでの人口分析が容易に行えるようになった。これらの人口分析手法は，地方行政を含むさまざまな分野で大いに役立つことが期待できる。しかし，そうしたノウハウを啓蒙する機会は公的機関や一部の地方自治体が主催するセミナー等に限られており，必ずしも進んでいるとはいいがたい。一方，日本人口学会はそうした人口分析の技術を有する専門家が多数所属しており，そうした技術を地方の行政担当者へ伝達することも学会の社会的貢献の一つと考える。本セミナーは，多数の参加者が集う大会開催時に，こうした趣旨を実行に移すべく企画したものである。

3 会員発意によるラウンドテーブル

世話役：岩澤美帆（国立社会保障・人口問題研究所）
趣旨：世界的に大規模調査や高コストの分析手法が成果を上げる中で、人口学的研究も、多数の研究者が関わるプロジェクト形式のものが増えてきている。従来、こうした研究協力体制の確立は、個々人の研究者の努力に委ねられてきた。しかし、年に一度、人口学に関心がある研究者が顔を合わせる大会の機会を、プロジェクトの立ち上げや拡張を考えている研究者がアイディアを披露し、協力者を募る機会、あるいは専門家から意見を聴取できる機会として活用できれば、会員間の幅広い交流が進み、より質の高い成果に結びつくのではないかと期待できる。そこで、本大会では、大会２日目の昼休みに「会員発意によるラウンドテーブル」の場を確保し、会員によるプロポーザル発表と意見交換の場として活用していただくことにした。

　研究の活性化を目的とした内容であれば、報告者が自由にテーマを決め、討論を進めていただいてかまわない。新しいテーマの調査を実施したい、特定の分野の専門家の協力を仰ぎたい、異分野の専門テーマを含む学術書の出版を企画したい、といった希望をもつ会員は、ぜひこの場を活用していただきたいと考える。また、こうした企画を経て達成された成果については、ぜひ今後の大会報告や学会誌への投稿を目指していただきたい。

　報告希望者は、大会参加申し込みと同時に、ラウンドテーブルでの報告希望を事務局に通知されたい。報告内容・形式については若干の調整が必要な可能性もあるので、申し込み後、世話役である岩澤より問い合わせや調整をさせていただくことがある。
　このラウンドテーブルは、新規企画であるため、本大会での参加者の感想などをもとに、次年度以降のあり方について議論を続けていきたいと考えている。多くの参加者、ご意見を期待している。
